
科⽬ナンバー  SSCS3405 

科⽬名  判定競技論演習  

担当教員  ⼭本 ⼤  

対象学年  3年  開講学期  前期  

曜⽇・時限  ⽕３  

講義室  1405  単位区分  選,選必  

授業形態  演習  単位数  2 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 専⾨応⽤  

科⽬⼩分類 ６専⾨統合・演習  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード︓学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
ＤＰ１－Ｅ〔学識・専⾨技能〕 専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し 利⽤することがで
きる。
ＤＰ４－Ｆ〔探究⼒・課題解決⼒〕 問を設定し⼜は論点を特定し、それに対する答・結論・判
断を合理的に導くために、論拠の収集と分析を体系的に⾏うとともに、オープンエンドな問
題・課題に答える ための⽅略をデザインし、検証し実⾏することができる。
ＤＰ３－Ｇ〔状況把握⼒・判断⼒〕 ⾃らの置かれた状況、及び⾃⼰が帰属する集団の内外の状
況を的確に把握し、適切に対応することができる。
ＤＰ３－Ｈ〔論理的思考⼒・批判的思考⼒〕 理路整然とした思考を備えつつ、偏りを排除する
ための内省をもって、問題・課題を 合理的に解決することができる。
ＤＰ４－Ｉ〔理解⼒・分析⼒〕 ⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選
択、分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
Ｅ１ 学識・専⾨技能（40％）
Ｆ１ 探求⼒・課題解決⼒（20％）
Ｇ１ 情況把握⼒・判断⼒（20％）
Ｈ１ 論理的思考⼒（5％）
Ｈ２ 批判的思考⼒（5％）
Ｉ１ 理解⼒・分析⼒（10％）  

教員の実務経験

2003年から2016年までプロサッカーコーチとして、⽇本サッカー協会およびプロサッカーク
ラブ（Jリーグ）で育成年代を対象に現場で指導を⾏ うと同時に、⽇本サッカー協会公認の指
導者養成インストラクターとして、指導者の養成に携わっています。これらの経験をもとに、
本授業では対話を通して学習者本⼈の実践やコーチングの能⼒向上の⼿助けを⾏います。（第
1、7、13、14、15回）  

成績ターゲット区分 ■能⼒開発の⽬標ステージとの対応
３発展期 〜４定着期  

科⽬概要・キーワード

本演習は、測定競技論で学習した各種⽬の競技特性論、競技システムとルール、競技会システ
ム、審判法の特性、測定競技における技術、体⼒、戦術、トレーニング計画等に関する知識を
⽤いて、他の種⽬と⽐較研究することで⾃⾝の種⽬の特性を調査し、その内容について発表を
⾏うことから、より測定競技の理解を深め、⾃らの実践やコーチングに役⽴つ能⼒を養いま
す。授業形態は演習により⾏います。
■キーワード 測定競技・実践知・コーチング  

授業の趣旨 ■副題 ⾃らの実践とコーチングに役⽴つ能⼒の獲得から逆算して考えよう。
■授業の⽬的 判定競技に関する基礎的知識を習得したうえで、各⾃の専⾨種⽬の特性や戦術に

タイトル「2023年度スポーツ科学部(公開⽤)」、フォルダ「スポーツ科学部」
シラバスの詳細は以下となります。



ついて涵養するとともに、他の種⽬との⽐較から理解する能⼒及び発表・討論を通して問題解
決能⼒を⾝につけることを⽬的とする。
■授業のポイント
判定競技論で学んだ知識をもとに、各⾃の専⾨種⽬を対象とした歴史・特性・分類、個⼈・グ
ループ・チーム戦術、ならびに技術・戦術⼒を評価するテストに関連する⽂献を精読  

総合到達⽬標

■専⾨種⽬において⾃らの実践やコーチングに役⽴つ能⼒を養うために、その特性や戦術⼒等
を理解し、より実践的なコーチングの⽅法論を修得する。
・専⾨種⽬における歴史・特性・分類等について整理のうえ説明できる。（第１〜６回）
・専⾨種⽬についてその機能構造から戦術⼒を理解し、コーチングへ活かすことができる。
（第７〜11回）
・授業内容をもとに専⾨種⽬の魅⼒を他種⽬との⽐較からわかりやすく発表し、議論できる。
（第12〜15回）  

成績評価⽅法

■研究発表２回（40％）適応ルーブリック E、F、G、H、I
（評価の観点）各⾃の専⾨種⽬の特性を他種⽬との⽐較から分かりやすく⾃分の考えを⽰せる
か。
（フィードバック⽅法）授業時間内に解説します。
■レポート２回（40％）適応ルーブリック F、G、H、I
（評価の観点）各⾃の専⾨種⽬の特性を他種⽬との⽐較から理論⽴てて⾃分の考えを⽰せる
か。
（フィードバック⽅法）２週間以内に添削のうえ返却します。
■授業参加度（質疑応答など︓20％） 適応ルーブリック F、G、H、I
（評価の観点）研究発表に対して積極的に質問するとともに⾃分の意⾒を述べることができる
か。
（フィードバック⽅法）授業時間内にその都度評価します。  

履修条件 判定競技論（SSCS2405）を履修済みか、または同時履修が可能な者に限る。  

履修上の注意点  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ ガイダンス
②授業概要 担当者の実務経験を踏まえて、授業の概要、進め⽅、その評価⽅法を説明
する。
③予習（120分） シラバスの内容を読み、各⾃専⾨種⽬の語源・競技規則等について
調べておく。
④復習（120分） 各⾃専⾨種⽬の歴史についての⽂献を⼀読しておく。

2

①授業テーマ 判定競技の歴史
②授業概要 専⾨種⽬の歴史について調べ、その起源を種⽬別にまとめ、議論すること
ができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１･Ｉ１）
③予習（120分） 専⾨種⽬の歴史について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

3

①授業テーマ 判定競技の特性(1)
②授業概要 判定競技の種⽬特性について調べ、その変遷を種⽬別にまとめ、議論する
ことができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１･Ｉ１）
③予習（120分） 専⾨種⽬の判定競技について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

4

①授業テーマ 判定競技の特性(2)
②授業概要 専⾨種⽬の競技規則（ルール）から種⽬特性について調べ、その変遷を種
⽬別にまとめ、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１･Ｉ１）
③予習（120分） 専⾨種⽬の競技規則（ルール）について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

5

①授業テーマ 判定競技の戦術史
②授業概要 専⾨種⽬の戦術史について調べ、その変遷傾向からの知⾒を種⽬別にまと
め、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１）
③予習（120分） 専⾨種⽬の戦術史について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

6 ①授業テーマ 専⾨種⽬について歴史・競技規則・戦術史に関する特性という観点から
発表（評価対象）
②授業概要 専⾨判定競技種⽬について歴史・競技規則・戦術史に関する特性という観
点からこれまでまとめた資料を他種⽬との⽐較から発表のうえ議論することができる。
（Ｆ１･Ｆ２･Ｈ１･Ｈ２）
③予習（120分） これまでの資料等を歴史・競技規則・戦術史に関する特性という観



点からまとめておく。
④復習（120分） 議論から得られた改善策について次週提出のレポートにフィードバ
ックする。

7

①授業テーマ 発表に対するフィードバック①
②授業概要 担当者の実務経験を踏まえて、発表・議論した結果をフィードバックし、
他種⽬との⽐較研究から実践とコーチングへの応⽤という観点からレポートにまとめる
ことができる。（Ｆ１･Ｆ２･Ｈ１）
③予習（120分） これまでの資料を発表での議論に基づいてレポートをまとめ、提出
する。
④復習（120分） レポートに対するフィードバックに備え、発表に対するフィードバ
ックをもとにレポートを修正しておく。

8

①授業テーマ 判定競技における競技規則の変遷から⾒たグループ戦術とチーム戦術の
変化
②授業概要 専⾨種⽬の競技規則の変遷について調べ、それによるグループ戦術の変化
を種⽬別にまとめ、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１）レポートに対するフィ
ードバックを実施する。
③予習（120分） 専⾨種⽬の競技規則の変遷から⾒たグループ戦術の変化について調
べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

9

①授業テーマ 判定競技におけるグループ戦術とチーム戦術から⾒た機能構造
②授業概要 専⾨種⽬のグループ戦術から⾒た機能構造について調べ、他種⽬との⽐較
から種⽬別にまとめ、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｈ１･Ｉ１･Ｉ３）
③予習（120分） 専⾨種⽬のグループ戦術から⾒た機能構造について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

10

①授業テーマ 判定競技における戦術⼒の獲得と修正
②授業概要 専⾨種⽬の戦術⼒の獲得と修正について調べ、その作戦・戦略を他種⽬と
の⽐較から種⽬別にまとめ、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１･Ｉ３）
③予習（120分） 専⾨種⽬の戦術⼒の獲得と修正について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

11

①授業テーマ 判定競技における戦術⼒のテストと評価
②授業概要 専⾨種⽬の戦術⼒のテストと評価について調べ、その評価⽅法を他種⽬と
の⽐較から種⽬別にまとめ、議論することができる。（Ｅ１･Ｆ１･Ｇ１）
③予習（120分） 専⾨種⽬の戦術⼒のテストと評価について調べておく。
④復習（120分） 本時の内容を他種⽬との⽐較から整理しておく。

12

①授業テーマ 専⾨種⽬について戦術に関する実践とコーチングへの応⽤という観点か
ら発表（評価対象）
②授業概要 専⾨判定競技種⽬について実践とコーチングへの応⽤という観点からこれ
までまとめた資料を他種⽬との⽐較から発表のうえ議論することができる。（Ｆ１･Ｆ
２･Ｈ１･Ｈ２）
③予習（120分） これまでの資料を実践とコーチングへの応⽤という観点からまとめ
ておく。
④復習（120分） 議論から得られた改善策について次週提出のレポートにフィードバ
ックする。

13

①授業テーマ 発表に対するフィードバック②
②授業概要 担当者の実務経験を踏まえて、発表・議論した結果をフィードバックし、
他種⽬との⽐較研究から実践とコーチングへの応⽤という観点からレポートにまとめる
ことができる。（Ｆ１･Ｆ２･Ｈ１）
③予習（120分） これまでの資料を発表での議論に基づいてレポートをまとめ、提出
する。
④復習（120分） レポートに対するフィードバックに備え、発表に対するフィードバ
ックをもとにレポートを修正しておく。

14

①授業テーマ レポートに対するフィードバック
②授業概要 担当者の実務経験を踏まえて、提出したレポートをそのフィードバックを
もとに修正し、改善する。（Ｆ１･Ｆ２･Ｇ１･Ｈ１･Ｉ１）
③予習（120分） これまでの資料を発表のフィードバックに基づいて整理しておく。
④復習（120分） レポートに対するフィードバックをもとに最終レポートをまとめ
る。

15 ①授業テーマ 判定競技論演習のまとめ
②授業概要 担当者の実務経験を踏まえて、授業の内容について総括する。最終レポー
トを提出する。



③予習（120分） 最終レポートをまとめておく。
④復習（120分） これまでの授業内容を振り返り、整理する。

関連科⽬ 判定競技論（SSCS2405）  

教科書 スポーツデータサイエンス 朝倉書店  

参考書・参考ＵＲＬ  

連絡先・オフィスアワー
■連絡先 必要な時に告知します。
■オフィスアワー ⽊曜２限。それ以外の時間については、教員と予約⽇時を相談後、研究室で
対応します。  

研究⽐率  
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